
平成19年2月20日（火）　読売新聞より

食
事
で
病
華
防
毒
誓
ん
藩
驚

　
県
内
科
医
会
の
市
民
公
開
講

座
「
賢
い
食
事
選
ぴ
で
へ
正
し

い
癒
気
予
防
」
が
3
月
1
7
日
午

後
1
時
半
か
ら
、
熊
谷
市
桜
木

町
の
同
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
文
ー

化
会
館
で
開
か
れ
る
。

　
第
÷
部
で
は
、
自
治
医
科
汰

付
属
大
宮
医
療
セ
ン
タ
ー
神
経

、
内
科
の
植
木
彰
教
授
が
「
認
知

症
と
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
す
る
。

　
植
木
教
授
は
、
健
康
な
脳
を

保
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
，
い
食
事

法
を
記
し
た
本
「
健
脳
食
」
を

監
修
。
普
段
か
ら
食
事
に
気
を

つ
け
、
、
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
■

糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
こ
と
が
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
翻
知
症
の
発
癒
鋤

ス
ク
を
減
ら
荏
組
み
奮
鐙

解
説
す
る
。
　
　
　
　
、
・
・
諮
詣

　
第
一
，
一
部
は
、
　
コ
拓
気
で
長
注

き
す
る
コ
ツ
さ
せ
る
ゴ
ツ
」
と

い
っ
た
著
書
も
あ
る
タ
レ
ン
，
ト

の
毒
蟻
三
太
夫
さ
ん
が
、
、
”
毒

舌
”
を
交
え
な
が
ら
健
康
闇
題

に
つ
い
て
話
す
9
、

　
県
内
科
医
会
の
大
島
誠
一
，
会

長
は
「
楽
し
い
話
を
聞
く
こ
と

で
病
気
予
防
を
身
近
に
考
え
て

ほ
し
い
」
と
、
幅
広
い
年
齢
層

に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
終
了
後
、
内
科
医
に
よ
る
無

料
医
療
相
談
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
入
場
無
料
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
県
内
科
医

会
（
0
4
8
・
8
2
4
・
2
6

1
1
）
。

平成19年2月21日（水）　埼玉新聞より

食
事
選
び
で
病
気
予
防
谷

　
麟
器
。
毒
腹
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
熊

　
「
賢
い
喰
事
選
び
で
正
し

い
病
気
予
紡
肥
、
・
を
テ
ー
マ
に

し
た
第
二
回
媒
内
科
医
会
．

市
民
公
開
講
座
（
主
催
・
県

内
科
医
ム
極
、
が
竺
月
十
七
日
、

午
後
｝
時
三
十
分
か
ら
熊
谷

市
立
文
化
セ
妙
タ
ー
文
化
会

館
で
開
か
れ
る
。
入
場
無
料
。

　
講
座
は
看
、
治
医
科
大
学
附

属
大
宮
医
療
セ
ン
タ
ー
神
経

内
科
教
授
の
植
木
彰
氏
が

「
認
知
症
と
生
活
習
慣
病
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

ラ
ジ
オ
番
組
で
入
気
の
タ
レ

ン
ト
、
毒
腹
三
太
夫
さ
ん
”

写
真
口
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
も
あ
る
”
。

　
会
場
で
は
ト
ー
ク
シ
ョ
i

終
了
後
、
医
師
や
栄
養
士
が

無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
る

相
談
会
も
行
わ
れ
る
予
定
。

県
内
科
医
会
の
大
島
誠
一
会

長
は
「
健
康
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
れ

ば
」
と
一
般
市
民
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
当
日
は

午
後
一
時
開
場
で
先
着
五
百

人
が
入
場
で
き
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
県
内
科

医
会
事
務
局
（
麓
0
4
8
・

8
2
4
・
2
6
1
1
）
へ
。

平成19年3月29日　（木）　埼玉新聞より

県
内
科
医
会
が

市
民
公
開
講
座

　
　
　
　
　
　
　
熊
谷

　
「
賢
い
食
事
選
び
で
正
し

い
病
気
予
防
」
を
テ
ー
マ
に

第
二
回
埼
玉
県
内
科
医
会
・

市
民
公
開
講
座
（
県
内
科
医

会
主
催
）
が
、
熊
谷
市
立
文

化
セ
ン
タ
ー
文
化
会
館
で
開

か
れ
た
。

　
同
講
座
は
「
予
防
医
学
」

を
医
学
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
一
般
の
人
々
に
も
広
め

よ
う
と
県
内
科
医
会
が
企
画

し
た
講
座
。
二
回
目
と
な
る

今
年
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど

の
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　
講
座
は
、
自
治
医
科
大
学

附
属
大
宮
医
療
セ
ン
タ
ー
神

経
内
科
教
授
、
植
木
彰
氏
の

「
認
知
症
と
生
活
習
慣
病
に

つ
い
て
」
．
の
講
演
か
ら
始
ま

っ
た
。
植
木
氏
の
わ
か
り
や

す
い
話
に
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
る
観
客
の
姿
も
見
ら
れ

た
。
健
康
運
動
指
導
士
に
ょ

る
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
体

操
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

の
後
、
タ
レ
ン
ト
の
当
叢
三

太
夫
氏
が
「
ま
む
し
の
よ
も

や
ま
話
一
の
テ
ー
マ
で
講
演

口
写
真
。
会
場
を
笑
い
の
渦

に
巻
き
込
ん
だ
。
終
了
後
に

は
医
師
や
栄
養
士
に
よ
る
相

談
会
も
開
催
さ
れ
た
。


